
ＳＰＨ防災マネージメントコース

「マイタイムラインの作成」

平成３０年～令和４年
研究の軌跡と今年度の成果



ＳＰＨ 防災マネージメントコース 3年間の軌跡
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把握する（１年目）から体験する（２年目）へ

＜１年目＞

１ 東京都庁 危機管理防災課 訪問

２ 熊本県庁 危機管理防災課 訪問

３ 熊本県庁 河川課 訪問

４ 熊本県庁 都市計画課 訪問

５ 益城町役場 建設課訪問

６ 国土交通省 国道河川工事事務所 講話

＜２年目＞

１ 熊本県庁 危機管理防災課 訪問
２ 熊本市 危機管理防災総室 訪問
３ 熊本大学水環境・防災減災センター

松田教授 “地震のﾒｶﾆｽﾞﾑと地震被害”
４ 九州北部豪雨 福岡県朝倉市赤谷川復旧事業視察
５ 南阿蘇 断層被害状況 見学会
６ 西日本豪雨災害 岡山県真備町視察
阪神淡路大震災からの復興 兵庫県庁防災センター

６ 熊本大学水環境・防災減災センター
マイ・タイムラインの作成研修

７ 土木科1年 マイ・タイムライン作成交流授業（１・３年）
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体験する（３年目）から継続する（４年目）へ

＜３年目＞

１ 熊本県庁 危機管理防災総室 訪問
２ 熊本県庁 都市計画課 訪問
３ 熊本県庁 河川課 訪問
４ 熊本大学水環境・防災減災センター

マイ・タイムラインの作成研修
５ 南阿蘇 断層被害状況 見学会
６ 男女共同参画の視点でみる熊本地震講話

～今、私たちにできること～
７ 土木科1年 マイ・タイムライン作成交流授業（１・３年）
８ リモートによるワークショップ開催

（マイタイムラインの作成）

継続する４年目の研究
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把握する 体験する
身に
つける

＜１年目＞

地震被害を中心に講話・視察によ
り自然災害に対する行政の役割
を把握する。

＜２年目＞

洪水被害を中心に被災現
場を見学し、被害地域の状
況から様々な原因とその解
決方法を探る。

＜３年目＞

マイ・タイムラインの作成方法
を身につけ、ハザードマップ
などの災害に関する情報収
集方法、避難方法を具体的
に身につける。
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そして、ＳＰＨが終わり、４年目の今年

身につけた技術を生かす産学官の連携

予防的避難のためのマイタイムラインを広めたい
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１年生:把握する ３年生によるマイタイムライン作成の講義を受ける（学年間連携）
２年生:体験する 南阿蘇・益城町断層被害見学会 高大連携（熊本大学）
３年生:身に付ける 外部へのアウトプット

「マイタイムラインの作成による自助・共助」について

①坂本町球磨川豪雨災害現場見学
②熊本県庁 危機管理防災室・河川課・都市計画課 訪問
③熊本大学マイ･タイムラインの作成の講義
④研究発表会 本日
⑤１年生へのマイタイムライン実践授業 くまもとマイタイムライン
⑥市民講座への参加 マイ・タイムラインワークショップの開催

防災マネージメントコースの３年間のカリキュラム

今
年
度
の
計
画
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球磨川の坂本町の見学会について
R3.5.19
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球磨川豪雨災害見学会及び講話

球磨川復旧工事 水野建設コンサルタント 宮本克彦様より
「災害時のコンサルタントの業務について」
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マイタイムラインを県庁危機管理課学ぶ

この他、河川課、都市計画課を訪問し、事業内容の説明を聞きました。
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マイタイムラインを熊本大学で学ぶ

産学官連携のうち、高大連携に取り組みました
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マイタイムラインを熊本大学で学ぶ
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マイタイムライン交流授業
（１年生で受けた先輩からの授業）

１年目 2年目 ３年目 ４年目
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マイタイムライン交流授業
（１年生で受けた先輩からの授業）
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ＳＰＨ成果発表会 令和２年１２月１５日
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パレア市民講座 リモート録画 令和３年１月１５日
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パレア市民講座 リモート録画 令和３年１月１５日
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くまもとマイタイムラインへの挑戦

１ 昨年度の先輩方は、国土交通省が作成したマイタイムラインに熊本で起こった台風１５
号の天気図で３日前からの警戒情報に対するマイタイムラインの作成を行った

２ 今年度は、くまもとマイタイムラインが熊本県庁危機管理防災課によって作成され、同時に
防災ハンドブック等の資料も入手できたので、くまもとマイタイムラインの作成に挑戦する

３ ９月から本校へタブレットが全生徒分導入されたので、オンラインで作成することができる
くまもとマイタイムラインに挑戦することにした

４ 実際に、国土交通省版とくまもと版の⾧所、欠点を補いながら、両方の良いところをうま
く組み合わせ、熊工版タイムラインの作成を目指す
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くまもとマイタイムライン
作成の留意点

１ 自宅の防災リスクを知る

２ 5段階の警戒レベル」の情報と行動を理解する

３ 情報を知る手段

４ どこに、だれと、いつ避難するかを知る

５ 避難行動とその準備を考える

６ 避難するタイミングを知る

７ コロナの影響を考え、避難所以外の避難場所も考える
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出典：熊本県HP、危機管理防災課
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熊本地方気象台 国土交通省ハザードマップ

③情報を知る手段
洪水時は、テレビ、パソコン、スマートフォン、携帯電話など様々な手段で情
報を収集する。ハザードマップ(防災マップ)で自宅(周辺)の災害リスクを知る
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まとめ
１ 昨年までの３年間の防災マネージメントコースの活動の様々な視察や研修の成果が、
今年度の活動に引き継がれ、生かされている

２ ４年間で本コースも、産学官の特に学（熊大）・官（県庁・国土交通省）からの協力で、
防災に対する様々な知識、技術をつけることができるようになったと思う

３ マイ・タイムライン作成について、４年目で校内外へ広める発表をすることができた
今年度は、さらにくまもと版のマイタイムラインに挑戦し、自助・共助の重要性を
さらに分かってもらうために、交流授業、リモートによるワークショップなどで広めていく
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